
年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 H 組～ E 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

考えを発信する
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

定期考査

結論を出すために話し合う
・異なる意見を持つ人同士が結論を出す
ための話し合いの工夫について理解を深
める。
・結論の出し方を工夫して話し合う。

【知・技】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色をふまえている。
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」において、論点を共有し、考えを広げたり深めたりしな
がら、話合いのしかたや結論の出し方を工夫している。
【主体的態度】
・結論の出し方を工夫して話し合いに参加しようとしている。

〇 〇 〇

【思考力、判断力、表現力等】
言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見
方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむこ
とで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての
自覚をもとうとしている。

現代の国語

配当
時数

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進
んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

態
領域

評価規準

１
学
期

○

定期考査

他者を動かす
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

社会への視点②
さまざまな広告
・広告やCMなど、実用的な表現の特
色をとらえる。

○

情報を比較する・他者を動かす
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。 ○

定期考査

３
学
期

○

【知・技】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色をふまえ、正確さ、わかりやす
さ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し、使って
いる。
　【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場に応じて、実社会の中から適切な話
題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討している。
　【主体的態度】
・プレゼンテーションをすることに意欲をもち、聞き手の心を動かす話し方を工夫
しながら発表しようとしている。

【知・技】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色をふま
え、正確さ、わかりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに
配慮した表現や言葉遣いについて理解し、使っている。
【思・判・表】
・「書くこと」において、自分の考えや事柄が的確に伝わ
るよう、表現のしかたを工夫している。
【主体的態度】
・広告やCMに興味をもち、その特色をとらえようとしてい
る。

○ ○

定期考査
○ ○

【知・技】
・主張と論拠など情報と情報との関係について理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
【思・判・表】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章や図表などに含まれている情報を相
互に関係付けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開
などについて評価したりするとともに、自分の考えを深めている。
【主体的態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をもち、共通点や相違点をとらえようとし
ている。

○

○○

文章を比較して読む
「美しさの発見」について　(脳は
美をどうとらえるか)／空気を読む
／「個人」から「分人」へ
・複数の文章を比較し、共通点や相
違点をとらえる。

２
学
期

他者を動かす
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

資料を用いて発表する
・聞き手の心を動かす話し方を工夫
する。
・資料にもとづいて、効果的に発表
する。

○

○

○

国語 現代の国語 1

（A組：山崎・伊東）（B組：山崎・伊東）（E組：山崎・青地）（　組：　　　　）

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進
んで表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

国語

（　組：　　　　）

大修館書店　現代の国語

国語

5

6

4○

4

合計

35

○

（H組：山崎・伊東）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

知

資料を駆使する
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

【学びに向かう力、人間性等】

資料と文章の関係を読む
「安くておいしい国」の限界／イン
ターネット時代の音楽産業白紙
・資料と文章の関係に注意して、情
報を読み取る。

【知・技】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたについ
て理解を深め使っている。
【思・判・表】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに、自分の考えを深めている。
【主体的態度】
・資料と文章の関係を読み取ることに興味をも
ち、的確意情報を読み取ろうとしている。

○ ○

○

○

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の
各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊か
に想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりして
いる。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

〇 〇

〇〇

〇

現代の国語

〇 〇

【知・技】
・推論のしかたを理解し使っている。
【思・判・表】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章や図表など
に含まれている情報を相互に関係付けながら、内容や書き
手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などにつ
いて評価したりするとともに、自分の考えを深めている。
【主体的態度】
・必要な情報を読み取ったり、その情報を活用したりする
ことを意識しながら、文章を読もうとしている。

〇

○

○○

○

○

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとして
いるとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

1

○

○ ○ ○ 4

1

○

○

2

1

○

1

【知・技】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色をふまえ、正確さ、わかりやす
さ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し、使って
いる。
【思・判・表】
・「書くこと」において、自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や
説明のしかたを考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現のしかたを
工夫している。
【主体的態度】
・企画書を書く活動に興味をもち、効果的な表現や資料の提示のしかたを工夫して
書こうとしている。

説得力のある資料をつくる
・提案を検討する際に必要な要素を
押さえる。
・効果的な表現や資料の提示のしか
たを工夫する。

6

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

考えを発信する
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

主体的に読む
白／作業ロボットの悲劇
・目的に即して、文章から必要な情
報を読み取る。
・読み取った情報を活用する。

定期考査
○



年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 H 組～ E 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

小説
言葉による見方・考え方を働かせ、
言語活動を通して、国語で的確に理
解し効果的に表現する資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

空き缶
林京子
現在と過去とが交錯する文章展開を把握
し、各場面における登場人物たちの思い
を読み取る

定期考査
○

・歌物語に積極的に親しみ、学習課題に沿って和歌の果たす
意味を捉えようとしている。
・学習課題に沿って異なるテクストと読み比べ、わかったこ
とを積極的に伝え合おうとしている。
・学習の見通しをもって随筆のさまざまな文体や取り上げら
れた対象に触れ、進んで解釈を深めようとしている。
・作品に表れたものの見方・考え方や美意識を積極的に理解
し、学習課題に沿って自分の考えを伝え合おうとしている。

伊勢物語
話の中で和歌が果たしている役割を
押さえ、歌物語の特徴と読み解き方
を理解する。
枕草子
自由に記述された随筆を読んで、当
時の人々の生活感覚や興味の対象を
知り、ものの見方・考え方を理解す
る。

15

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

1

○

○ ○ ○ 9

1

○

○

8

1

○

1

〇 〇

〇〇

〇

言語文化

〇 〇

・やや長い小説を粘り強く読み、構成を整理し
ようとしている。
・粘り強く登場人物の心情を捉え、学習課題に
沿って説明しようとしている。

〇

○

○○

○

○

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしてい
るとともに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

10

11

3○

10

合計

70

○

（H組：山崎・伊東）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めている。

知

小説
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

【学びに向かう力、人間性等】

砂に埋もれたル・コルビュジエ
原田　マハ
父との過去の会話を重層的に描いた
構成を把握し、一冊の本にまつわる
三人の人間の思いを読み取る。

・現在と過去の交錯を、段落どうしの関係から
読み取り、学習課題に沿って構成や表現の仕方
を評価しようとしている。
・叙述を基に登場人物の心情を読み取り、積極
的に話し合おうとしている。

○ ○

○

○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に
付けているとともに、我が国の言語文化に対する理解を
深めている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的
に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を
伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分
の思いや考えを広げたり深めたりしている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝
え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

国語 言語文化 2

（A組：山崎・伊東）（B組：山崎・伊東）（E組：山崎・青地）（　組：　　　　）

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進ん
で表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

国語

（　組：　　　　）

第一学習社　精選言語文化

国語

３
学
期

○

・「夢」という設定の中での判断やその根拠を捉
え、内容及び作品世界を解釈して説明しようとして
いる
・『夢十夜』の他の話を積極的に読み、あらすじを
まとめて発表しようとしている。
・俳句の形式や表現を進んで理解し、学習の見通し
をもって俳句文芸に親しもうとしている。
・作品に表れている情景や心情を鑑賞し、自分のも
のの見方、感じ方を豊かにしようとしている。

・学習の見通しをもって虚構性の高い日記を読み、執筆意図
などについて積極的に批評したり討論したりしようとしてい
る。
・学習課題に沿って異なるテクストを読み合わせて、わかっ
たことを積極的に伝え合おうとしている。
・やや長めの史伝を粘り強く読み、展開を押さえて登場人物
を整理しようとしている。
・登場人物の言動を粘り強く読み取り、そこに表れたものの
見方、感じ方、考え方を捉えようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

・繰り返し音読し、積極的に詩のリズムを理解
しようとしている。
・「僕」の理解したイメージを自分事として共
有し、考えたことを積極的に話し合おうとして
いる。

○

○○

I was born
吉野　弘
散文詩に親しみ、「I was born」と
いう言葉がどのようなイメージで捉
えられているかを読み取る。

２
学
期

小説、俳句
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

夢十夜
夏目漱石
「夢」という非日常性を持った世界にお
いて、「自分」は何を判断の根拠として
いるかを読み解く。
俳句
わが国の伝統文化の一つである俳句の鑑
賞のしかたを理解し、近代を代表する歌
人の作品を味わう。

○

○

○

１
学
期

○

定期考査

古文、漢文
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

土佐日記
わが国最初の日記文学を読んで、記録と
しての日記とは異なる表現方法と執筆意
図を読み解く。
史伝
やや長めの史伝を読んで登場人物を押さ
え、主要な人物の考えや主張を読み取
る。

○

詩、古文
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 ○

定期考査

【思考力、判断力、表現力等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの
見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、言葉がもつ
価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親
しむことで自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手
としての自覚をもとうとしている。

言語文化

配当
時数

国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進ん
で表現することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。

態
領域

評価規準

古文、漢文
言葉による見方・考え方を働かせ、言
語活動を通して、国語で的確に理解し
効果的に表現する資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。

定期考査

漢詩
表現や技法（押韻や対句）に留意して漢
詩を鑑賞し、古代中国の人々が自然や人
事に向けた思いを読み取る。
思想
孔子のものの見方や考え方を理解する。

・漢詩のきまりを進んで理解し、学習の見通しをもって漢詩
を鑑賞しようとしている。
・粘り強く漢詩を読み比べ、よまれた情景や心情を説明しよ
うとしている。
・孔子の理想とするところを粘り強く説明しようとしてい
る。
・孔子について興味をもち、図書館の資料などを用いて、そ
のエピソードを調べようとしている。

〇 〇 〇


